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組合員の皆様へ 

ようやく、少し過ごしやすい季節となりましたが、台風による大雨、強風  

の影響が各地で発生しておりますので、特に野外作業では暴風雨対策を万全

に行い、安全に留意願います。コロナ感染症は変異株である新型コロナ  

「EG.5株」（通称エリス）が台頭してきており、全国では 1日に 10万人を

超える感染者が発生しております。感染症対策として、日頃のうがい、   

手洗い、3密の回避などを徹底願います。 

 

令和 5 年度の地域別最低賃金改定 

令和 5年度の全国都道府県別の最低賃金は都道府県労働局長の決定により、10月 1日以降、

各都道府県において順次適用されますが、全国で 39 円～47 円と過去最高の引き上げ額に

なりました。 

改定額の全国加重平均額は 1,004円（昨年度 961円）と初めて 1,000円を超える事になり    

ました。実際にこの最低賃金が適用されるのは添付別紙に記載された発効日です。  全国

で最低賃金が 1,000円超えの都府県は全部で 8都府県となりました。 

最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度を定め、使用者はその最低 

賃金額以上の賃金を支払わなければならないとする制度です。仮に最低賃金額より低い 

賃金を労働者、使用者双方の合意の上で定めても、それは法律によって無効とされ、最低

賃金額と同額の定めをしたものとされます。万が一、地域別最低賃金額を下回る給与を 

支払っていた場合には、最低賃金法違反となり、50万円以下の罰金が科せられますので、  

十分ご注意願います。 

＊都道府県別最低賃金の詳細は別紙参照。 

 

 

 

 

外国人技能実習機構の実地検査 

外国人技能実習機構では、認定計画に従って技能実習が適正に行われているかを確認するため、 

法令に基づき、3年に 1回程度の頻度で定期的に実習実施者の実地検査を実施しています。 

又、実習生に労災や行方不明事案が発生した場合、定期的な検査とは別に、臨時の実地検査を  

実施しています。 

実地検査は原則として予告なく、機構の職員が訪問し、必要な報告を求めたり、帳簿書類を確認  

すること等により実施されます。 

当面の間、実地検査においてはマスク着用等の基本的感染対策を講じた上で実施されます。 

その趣旨の理解促進のため、実習実施者を対象とした周知啓発用リーフレットを機構は作成しま  

したので、別添をご覧願います。 

 

 



 

 

緊急連絡先（24 時間） 

【事務局】        TEL ：048-755-9591   FAX：048-755-9827 

【組合職員携帯】    090-7019-4221(尾﨑)  070-3667-8667（杉戸）  090-2323－7188（王） 

 

技能実習日誌の記載について 

技能実習日誌は実習実施者が技能実習生に従事させた業務及び技能実習生に対する指導

の内容を日々記録するものです。 

機構に認定された「実習実施予定表」に記載されている技能実習の内容（必須業務、関連業務及び 

周辺業務）に沿って記述願います。 

技能実習生を従事させた業務に対する指導の内容も適正に記載してください。 

特に機構による実習実施者実地検査時にも改善を指摘される事項です。 

・認定計画の履行状況に係る管理簿は技能実習の進捗状況、日本語の修得状況、生活状況等に 

ついて毎月記録し、履行状況を管理するためのものです。 

・技能実習日誌を月末までに記入した後、その月の分の認定計画の履行状況に係る管理簿を記入 

願います。 

・職種・作業や入国日が異なる複数の技能実習生が在籍している等、日々の実習内容が異なる場合

は別々に技能実習日誌を作成願います。 

・対象となった技能実習生が技能実習を終了した後も 1年間は保存する必要があります。 

 

〈実習生の失踪を防ぐ対策〉 

①コミュニケーションを密に取る                                                          

普段からコミュニケーションを密に取って少しの変化でも気づけるような関係性を築いておきま  

しょう。たとえば、社内でイベントを開催したり、プライベートで食事をしたりすると技能実習生も

心を開きやすくなるはずです。 

②労働環境を見直す 

 賃金や労働時間など、労働基準法に則った金額や時間かどうかを確認する。外国人技能実習生が   

「このままここで働きたい」と思えるような職場環境を作ることで、企業のイメージアップにも          

繋がります。 

③現場の作業員に正確な情報を伝える 

 技能実習制度の正確な理解については、上層部だけでなく現場の社員にも周知しておかなければ  な

りません。定期的な研修や周知を行うことで、外国人技能実習生が平等に扱われる雇用体制を作って

いくようにしましょう。 

④わかりやすく規則を説明する 

 特に働き方や賃金についての規則は、事前にしっかり説明しておくことで「聞いていた話と違う」  

というトラブルを避ける 

 内容はできるだけ具体的に伝えましょう。たとえば、残業や日曜出勤があること、高所作業など作業

環境についても伝えておくことが大切です。 










